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こ
と
し
も
盛
年
】

F『

f

篠
田

rて
、

も
、
っ
す
ぐ
国
勢
調
査

問
月
1
日
現

在

て

調

査

＝

グ
ム「
日
を
知
り
明
日
に
つ
な
が
る
国
勢

制
査
、
亦
ん
坊

＝

＝
か
ら
年
寄
り
ま
で
び
と
り
賎
ら
ず
申
告
を
：
：
j
i－－
ク

＝

~料凶円

今
川
刊
は
国
勢
調
査
の
年
で
十
月

一
日
に

は
全
問
い
っ
せ
い
に
国
勢
調
査
が
行
な
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
勢
調
査
は
大
正
九
年
の
第
一
回
調
査

以
米
五
年
ご
と
に
過
去
八
回
行
な
わ
れ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
仔
な
わ
れ
る
昭
和

三
十
五
年
同
勢
制
査
は
第
九
回
目
に
あ
た

り
し
か
も

「
他
界
人
口
セ
ン
ナ
ス
」
と
レ

っ
て
十
年
ど
と
に
行
な
わ
れ
る
大
規
模
な

開
資
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り

ま
す
。
ど
承
知
の
よ
う
に
国
勢
調
査
は
統
計
法

の
定
め
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
国
の
基
本

的
な
統
計
調
交
で
全
国
の
人
口
の
状
況
を

し
ら
ベ
政
治
や
行
政
の
た
め
の
藷
礎
資
料

と
な
る
統
計
を
つ
く
る
た
め
に
行
う
重
要

な
制
査
で
す
。

。
調
査
の
範
囲

昭
和
三
十
五
年
十
月
一
日

（零
時
）
現

在
に
間
内
に
住
ん
で
い
る
人
全
部
で
す
。

日
本
人
は
も
ち
ら
ん
外
国
人
も
す
べ

て
調

査
し
ま
す
。
た
だ
し
外
国
軍
隊
の
前
人
や

市
民
と
そ
の
家
族
及
び
外
交
問
（
随
員
や

家
政
を
含
む
）
は
蹴
査
か
ら
除
、
き
ま
す
。

｜
皆
さ
ん
に
直
後
議
い
て
頂
く
こ
と。

－

O
制
資
事
．
現

調
夜
間以
に
は
各
世
椛
主
の
方
に
記
入
し

て
頂
く
棚

（
自
計
申
告
）

と
調
査
員
が
面

接
し
て
お
た
ず
ね
し
記
入
す
る
樹）

他
計

申
告
）
、
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
世
帯

主
の
方
が
直
接
記
入
さ
れ
る
事
項
は
次
の

通
り
で
す
。
①
氏
名
②
世
帯
主
と
の
続
柄

①
男
女
別
＠
生
年
月
日
①
国
籍
①
一
年
前

の
常
住
地
①
教
育
①
配
偶
の
関
係
①
結
婚

年
数
⑬
子
供
の
数
：

・
等
と
な
っ

て
お
り

ま
す
。

（結
婚
年
数
や
子
供
の
数
は
既
婚

の
女
性
の
み
に
つ

い
て
）

こ
の
他
に
臓
業
関
係
や
住
屑
等
の
調
査

研
項
が
ご
ざ
レ
ま
す
が
調
査
買
が
聞
き
と

り
調
査
に
よ
っ
て
記
入
い
た
し
ま
す
。

。
世
帯
の
き
ま
り
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国
勢
調
官
は
一
人
の
も
れ
も
な
く
又
重

按
も
な
い
よ
う
諒
査
す
る
こ
之
が
当
然
で

あ
り
ま
す
が
次
の
よ
う
な
き
ま
り
が
あ
り

ま
す
。
G
そ
の
山
一
怖
に
す
で
に
三
ヶ
月
以
上
住

ん
で
い
る
か
、
ま
た
は
最
近
移
っ

て
来
て

ま
だ
三
ヶ
月
以
上
に
な
ら
な
い
が
調
査
臼

の
前
後
を
辿
じ
て
三
ヶ
月
住
む
こ
と
に
な

っ
て
い
る
人
は
現
住
地
で
調
査
し
ま
す
。

＠

旅
行
や
出
稼
ぎ
な
ど
で

一
時
不
在
の

人
は
、
不
在
期
間
が
三
ヶ
月
、以
上
に
わ
た

ら
な
い
時
は
臼
宅
で
調
査
し
、
一二
ヶ
月
以

上
に
わ
た
る
場
合
は
旅
行
先
や
出
稼
ぎ
先

で
調
査
い
た
し
ま
す
。

（
但
し
と
こ
で
云

う
出
穣
ぎ
に
は
遠
洋
漁
業
の
た
め
家
を
は

な
れ
て
い
ら
れ
る
方
は
含
ま
な
レ
J

朝
日
町
に
お
け
る

米
の
供
出
予
約

昭和三十五年産米の予約売波申込
は去る七月以来農家と集荷業者の聞
において売渡予約が行われ八月三十
一日締切られましたが八月二十日現
在で次の迎りの好成結をみておりま
す。

昭和三十五年産米予約売渡申込数量

地区名i予約制駁何重｜比率
野中 5.32俄1 5.14俵2 103.4% 
山崎 16.040 14.572 110.0 
大家庄 31.688 30.982 10~.3 
南保 12' 719 、12.017105. 8 
五商庄 10.210 9.670 105.5 
泊 7.466 6.581 113. 4 
宮崎 2.017 1.754 114.9 
境 238 187 127.2 

合計 85.699 80.905 105.9 

③

桁
川
に
れ
L
ツ
バ
L

ん
で
い
乙
f
．に
・け
・宅

で
制
内、

〔パ叫
ぶ
h

川・
uJ7
勺
ん
じ
～
）

⑪
一
村
山
山
長白川川・
，F
人
一人べ
＼H
ド
の
う
ち

す
で
に
二一
ヶ
月
刊
・
卜
人
い
し
て
い
る
人
は

入
院
先
で
レ訟
に
人
H

似
し
て
一
二
グ
一
円
以
上
に

な
ら
な
い
人
は
’U
宅
で
そ
れ
介
＼
、一両
行
す

マ心
。＠

一一一ヶ
月
以
上
に
わ
た
っ

て
住
ん
で
い

た
と
こ
ろ
又
は
住
も
う
と
引い
っ
て
い
る
と

こ
ろ
の
な
い
人
口
現
在
レ
る
均
所
で
詞
任

し
ま
A
F

。

八
V

調
在
の
制
官
版
ザ

制
升
は
山
一仰
の
川
山
部
に
わ
た
ゐ
私
的
な

こ
と
が
ら
に

つ
い
て
お
間
金
」
す
る
の
で
皆

さ
ん
方
か
ら
制
訂
し
た
内
一み
は
他
の
人
々

に
も
ら
し
た
り
、
文
徴
税
な
ど
仙
の
目
的

に
用
レ
る
こ
と
ば
法
印
で
か
た
く
叫柏市
じ
ら

れ
て
い
・
ま
す
の
で
絞
訂
以
外
の
た
め
に
用

い
ら
れ
る
こ
と
が
な
い

こ
と
を
却
解
の
上

疋
椛
な
巾
小川け
た
さ
れ
さ
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
尚
間
引
調
査
に

つ
い
て
の
疑
問
や
御
意

見
が
あ
り
ま
し
た
ら
朝
日
町
後
場
総
務
部

統
計
係
ま
で
述
ね
下
さ
い
。

自
衛
官
を
採
用
し
ま
す

試
験
日

＋
月
二
十
二
日

防
術
庁
で
は
本
年
阿
部
三
次
と
し
て
左

記
の
嬰
加
に
よ
り
向
術
官
の
拡
集
を
し
て

お
り
ま
す
。

入
隊
に
つ
い
て
は
深
川
試
験
に
合
絡
し

て
か
ら
含
め
れ
ば
よ
い
の
で
す
。
今
す
ぐ

受
験
手
続
を
し
て
下
さ
い
。

①
応
募
資
料

年
令
十
八
才

1
二
十
五
才
未
満
男
子

①
受
付
期
間

場

所

九
月
一

日
か
ら
十
月
十
日
ま
で
、
朝
日

町
役
場
又
は
自
衛
隊
富
山
地
方
連
絡
部

①
試

験

試
験
は
簡
単
な
筆
記
試
験
〔
国
語
（
作

文
を
含
む
）
数
学
、
社
会
〕
口
述
試
験

及
び
身
体
検
査
官
行
レ
一
日
で
終
り
ま

す
。

①
待

遇

初
任
級
月
額

約
六
、
八

O
O円
衣
食
支

給
、
志
願
索
内
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と

は
役
場
穂
務
課
へ
問
い
合
せ
下
さ
い
。

4
E
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・

4
E
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(2) 

朝
日
町
土
地
改
良
事
業
補
助
金
交
付
要
綱

昭 和 35年 9月 10日
月干IJ（毎月lOBl回発行）

第
一
条
町
長
は
投
業
経
営
を
ム
一
理
化
し

農
業
生
産
力
の
増
進
を
凶
る
た
め
土
地

改
良
事
業
に
要
す
る
経
設
に
対
し
、
こ

の
要
綱
に
よ
り
予
算
の
範
閲
内
で
補
助

金
を
当
該
事
業
を
行
う
者
に
交
付
す
る

第
二
条
前
条
に
規
定
す
る
事
業
の
里
親

規
定
及
び
補
助
率
は
、
町
長
が
別
に
定

め
る
。

第
三
条
補
助
金
の
交
付
合
受
け
よ
う
と

す
る
も
の
は
補
助
金
交
付
事
業
計
画
書

そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
怨
知
を

添
え
て
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

F
L

、。

た
し

第
四
条
前
条
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は

町
長
が
第
二
条
に
規
定
す
る
内
容
を
実

地
に
審
査
し
経
済
効
果
を
制
託
の
上
、

補
助
金
の
交
付
を
決
定
し
た
と
き
は
、

決
定
の
内
容
及
条
件
を
附
し
て
当
該
・一

請
者
に
通
知
す
る
。

第
五
条
補
助
金
の
交
付
決
定
通
知
を
受

け
た
色
き
は
、
実
施
及
び
補
助
金
交
付

申
請
書
牧
支
予
算
謹
申
請
代
表
者
委
任

状
を
添
え
て
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば

ひさ

な
ら
な
い
。

第
六
条
第
川
条
の
規
定
に
よ
る
決
定
通

知
を
受
け
た
後
に
お
い
て
、
事
情
に
よ

り
申
討
の
取
下
げ
文
は
町
長
が
取
り
消

し
す
る
こ
左
が
で
き
る
。

第
七
条
補
助
事
業
者
は
事
業
が
完
了
し

た
と
き
は
遅
滞
な
く
事
業
竣
功
認
定
申

請
書
と
事
業
報
告
書
を
町
長
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第

八

条

前

条

の
巾
請
が
あ
っ
た
と
き
は

町
長
は
当
該
報
告
書
の
審
査
及
び
現
地

検
査
等
に
よ
り
補
助
金
交
付
の
矧
を
確

定
し
決
定
通
知
を
す
る
か
ら
制
助
金
交

付
請
求
書
を
搬
出
す
る
も
の
と
す
る
。

第
九
条

補
助
事
業
者
は
事
業
及
び
収
支

に
関
す
る
事
項
含
明
確
に
し
た
書
類
及

び
帳
簿
を
持
直
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
十
条
町
長
は
補
助
事
業
者
が
こ
の
規

定
に
反
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
に
は

交
付
決
定
の
取
消
し
及
び
浦
助
金
の
返

還
を
命
ず
る
も
の
と
す
る
。

昭
和
三
十
五
年
度
町
単
土
地
改
良
事
業
補
助
規
程

て
事
業
貨
は
、
概
ね
十
万
円

t
十
五
万
円
を
原
則
と
す
る
。

二
、
用
地
設
は
事
業
世
に
算
定
し
な
い
。

三
、
事
業
は
単
年
度
事
業
と
す
る
。

四
、
補
助
率
並
に
事
業
基
燥

あ（要？豊富良品品）第61号
種

別

一

補

助

率

一

一

業

内

容

か
ん
が
い
西
門
必

一イ
受
益
面
積
は
一
一
団
地
を
原
則
と
し
て
慨
ね
五
町
歩
以
上
で
あ

－排

水

一

以

内
一

る
こ
と

一

一

一ロ
水
路
波
法
等
維
持
管
理
に
属
す
る
も
の
で
な
い
こ
と

一農

道
一凶
O
M
m
一イ
受
益
面
陥
は

一
団
地
概
ね
三
町
歩
以
上
で
あ
る
こ
と

一

一

以

内
一
口
部
諮
問
の
述
絡
道
路
、
私
道
的
性
絡
を
有
す
る
も
の
で
な
い

一

一

一
F
」

Lι

一

一

一ハ

一
問
地
に
つ
き
延
長

一
五

O
米
巾
員
二
、
O
米
以
上
で
あ
る

一

一

一

v
」
司
と

一

一

一

エ

区

域

内

の
道
路
延
長
は
巾
員
二
米
以
上
の
械
設
必
路
を
加
へ

一

一

一

町

当

り

一
五
C
米
を
越
え
な
い
こ
と

一

一
一
ホ
平
行
線
の
場
合
は
間
隔
二

O
O
米
以
上
で
あ
る
こ
と

一区
劃
務
理
一h
O
M
m
一イ
受
益
一山
間
は

一
団
地
」
吉
原
則
と
し
て
概
ね
五
町
歩
以
上
で
あ

一

一

以
内
－
る
こ
と

一

一

一
ロ
か
ん
が
い
排
水
事
菜
と
同
時
に
描
行
さ
れ
る
場
合
は
、
水
源

一

一
一
排
水
路
設
及
び
地
区
外
幹
線
水
路
は
か
ん
が
い
排
水
事
業
と

一

一

一

し
、
そ
の
部
分
は
区
劃
整
理
事
業
と
す
る

一暗
渠
排
水
一
ニ
O
M
m

一イ
受
益
面
績
は

一
団
地
を
原
則
と
し
て
概
ね
五
町
歩
以
上
で
あ

以
内
一
る
こ
と

去
る
八
月
二
十
四
日
、

県
教
安
等
共
似
の
他
即
位

良
山
の
審
脊
が
市
山
で
行

炉
h
h

フ
T
LV

、
t
vJ
V1
ぺ
cr
・P
L

・7

．、

φ

山
λ
d
J
A

3
ぃ
m
rJ
d
h
H
d
ぎ

包

ノ

λ

し
た
十
名
の
男
子
に
つ

い
て
、
学
力
テ
ス
‘
運
動

能
力
テ
ス
ト
、
身
体
検
査

十回
技
等
が
行
な
わ
れ
た
結

保
、
山
崎
小
学
校
の
一角
丸

苔
店
者
が
時
れ
の
県
一
に

吋
ば
れ
、
日
本
一
を
決
め

ゐ
小
火
（
計
五
会
に
保
代
表

k
し
て
椛
関
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
h

内

丸
刊
の
当
日
の
体
栴
迎
削
能
力
は
次
の
通

れ
リ
。 m

）

る
似

m
小

ま

附

仰
一
崎
決
M

m
山

に
m

m
（

一
m

m
君

県
ω

仰

言

旧
ん
m

r引
良
m

Mm
三
吾
首
一
一
山
一
知

仰

丸

紅

恥

m

m
角
健
m

・・川河
長

一
六

一
一w－体
直
門
八
近
・胸
間

七
八
胆
・
五

O
米
定
七
秒
六
・立
巾
跳
二

米

一
一
世
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
六
二
米

h

日
丸
君
は
殿
町
の
角
丸
信
安
さ
ん
の
次

男
、
乳
児
の
附
は
お
も
に
ミ
ル
ク
で
育
っ

た
。
学
校
の
成
織
は
上
位
、
友
人
の
信
望

が
あ
り
、
述
向
能
力
に
長
じ
て
い
る
。
唯

凶
る
こ
と
は
、

汽
車
パ
ス
に
乗
る
時
、
小

学
生
だ
と
古
っ
て
も
・不
当
に
さ
れ
な
い
の

で、

な
円
子
征
州
内
な
悦
惜
し
て
い
る
ほ
ど

c
bのる
。

尚
出
身
の
山
附
小
川
子
校
は
昨
年
、

一
昨

年
単
日
水
舵
肱
段
山
氏
学
校
に
表
彰
さ
れ
、

本
年
も
そ
の
巡
に
入
っ
て
レ
る
。

（
｛与
真
は
角
丸
帯
一
日
行
司
）

全
国
青
少
年
代
表
者
会
議

富
山
県
代
表
初
回
限
右
（
段
向
）

第
八
回
全
国
青
少
年
代
表
者
会
議
が
八

月
一

一五
日
か
ら

一
九
日
ま
で
の
五
日
間
静

岡
県
御
殿
場
市
、

悶
立
中
央
青
年
の
家
で

開
催
さ
れ
た
。

会
場
に
は
、
都
道
府
県
お
よ
び
五
大
山

の
向
少
年
川
刷
協
議
会
が
位
闘
す
る
背
少

年
代
表
列
女
各
一
名
が
参
加

L
て
、
「
背

少
年
の
団
体
活
動
」

「
背
少
年
の
非
行」

「
悶、

社
会
、
職
場
、
家
庭
の
一
員
と
し

て
の
背
少
年
の
あ
り
方
」
の
三
つ
の
議
題

に
つ
い
て
討
議
し
た
。
富
山
県
男
子
青
少

年
代
表
と
し
て
初
回
陸
君
が
参
加
し
た
。

小
川
に
新
ら
し
い
橋
二
つ

上
朝
日
橋
・
朝

日

橋

か
ね
て
工
事
中
で
あ
っ
た
米
崎
（
山
崎
）

谷
（
南
保
）
間
の
木
橋
は
九
月
初
切
に
完

成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
日
制
名
は
上
朝

日
縞
と
称
す
る
、
な
お
情
抑
と
楠
台
が
で

き
あ
が
っ
て
い
る
三
枚
橋
（
大
家
庄
〕
月

山

（
五
ケ
庄
）
聞
の
永
久
橋
は
朝
日
橋
と

名
づ
け
ら
れ
た
。

朝
日
橋
は
明
年
二
月
に
竣
工
の
予
定
で

去
の
マ
Q

o五
ケ
庄
の
有
線
放
送
完
成

4
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凋
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働
〈

農

民
の

か
ら
．
k

ー

大
家
庄
地

区

の
健
康
検
査

｜

昭和s5 ~手 9 月 10 日
月刊（毎月10日1回発行〉

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
名
高
い
大
家
圧
地
区

は
昨
年
来
東
京
工
業
大
学
塩
谷
博
士
に
よ

り
住
民
の
健
康
検
査
を
実
施
さ
れ
た
。
大

家
庄
体
協
で
は
去
る
八
月
十
日
塩
谷
博
士

を
招
き
地
区
公
民
舘
で
検
査
結
果
の
講
演

会
を
開
レ
た
。
塩
谷
博
土
は
全
国
ニ
ニ
ク

所
で
燦
山
漁
村
に
お
け
る
働
く
住
民
の
健

康
検
査
を
実
施
さ
れ
つ
つ
あ
る
も
の
で
、

そ
の
結
果
は
興
味
深
く
働
く
農
民
の
保
健

面
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
で
あ
り
そ
の
改

善
の
指
針
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内

容
を
要
約
す
る
と

＠
身
体
の
故
障
を
う
っ
た
え
る
も
の
は

一一
月
農
閑
期
男
八
一
%
女
七
九
形

七
月
農
繁
期
男
八
五
%
女
九

一
%

＠
身
体
の
政
障
の
内
訳
は

腰
が
い
た
い
肩
が
こ
る

胃
が
わ
る
い
息
ぎ
れ
が
す
る
｜
｜

こ
れ
は
他
地
区
に
少
く
、
血
圧
、
十
二

指
腸
虫
の
た
め
か

＠
内
科
の
病
気

男

一
四
%
女
一
五
%
問
、
肝
臓
な
ど

＠
眼
は
よ
い
が
歯
の
病
気
は

男
八
六
%
女
九
一
二
%
散
と
一一

、
歯

と
胃
腸
の
関
係
は
大
き
い
。
食
後
の
う

が
い
カ
ル

νク
ム
の
補
給
が
必
要

＠
鼻
耳
は
よ
い
が
そ
れ
で
も
男
二
八
労
女

＝
九
婚
が
慢
性
鼻
炎
慢
性
中
耳
炎

＠
寄
生
虫
は

男
一
四
Mm

女
一
五
%
で
他
地
区
に
比

し
少
い
。
し
か
し
そ
の
大
部
分
が
十
二

指
腸
虫
で
あ
る
こ
と
は
住
自
す
べ
き
こ

と
・
息
切
れ
貧
血
の
原
因
か

＠
血
圧
異
常
は
男
二
八
%
女
二
ニ
労

で
他
地
区
に
比
し
少
い
。
し
か
し
若
い

人
に
多
い
こ
と
は
過
労
偏
食
の
せ
い
か

＠
体
格
他
地
区
よ
り
よ
い
。
特
に
二

O

才
代
は
優
れ
て
い
る
。

＠
肩
の
水
平
異
常

男
三
二
%
女
四
五
%

脊
柱
異
常
男
三
七
労
女
四
七
%

ひさあ(3) （野望＝＇：i~号）第 61 号

他
地
区
左
大
体
閉
じ

＠
背
筋
力
普
通
揮
カ
肺
活
量
は
大

＠
柔
軟
性
男
は
梢
柔
く
女
は
一
稿
か
た

ぃ
、
女
は
前
屈
が
柔
か
く
後
屈
側
屈
が

か
た
い
。
そ
し
て
腰
ま
が
り
は
女
に
多

3
U
 

＠
身
体
の
大
き
さ
（
身
長
体
重
胸
間
容
）

男
を

一
O
Oと
す
れ
ば
女
は
九
三

身
体
の
力
（
各
局
の
力
）

男
を
一

O
Oと
す
れ
ば
女
は
五
つ
l
六

O
、
女
は
男
に
比
べ
身
体
の
大
き
さ
は

余
り
差
は
な
い
が
力
は
弱
い
。
こ
れ
に

応
じ
て
労
働
量
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
か

＠
運
動
の
す
、ざ
き
ら
い

好

き

男

一
一
%
女
一
一
労
他
地
区

は
三

O
l四
O
%

普
通
男
五
八
Mm

女
六
六
%

以
上
の
澗
統
制
定
か
ら
見
て

＠
血
圧
呉
市
貧
胤
忠
ぎ
れ
を
な
く
す
る
に

永
久
橋
に
な
っ
た
上
小
川
崎

へ
羽
人
側
よ
り
蛭
谷
を
の
ぞ
む
）

令
a
h

－
労
働
過
蹟
の
粍
減
1
1
1般
作
業
の
機
械

L
v
u
 
，d1
 

・
農
作
業
の
山
を
く
ず
し
年
聞
を
通
じ
た

仕
事
の
配
分

l
l
酪
農
副
業
な
ど

－
生
活
時
聞
を
考
え
疲
労
恢
復
に
は
八
時

間
の
睡
眠
を
と
る
よ
う
に

－
食
物
の
改
替
は
先
ず
副
食
を
充
分
と
る

よ
う
に

－
野
菜
の
作
付
計
画
、
家
畜
飼
育
に
よ
る

自
家
消
世
へ

－
・
寄
生
虫
駆
除
特
に
十
二
指
脇
虫
を
防

ぐ
に
は
生
野
菜
、
糞
使
の
処
理
に
注
意

。
川
の
こ
り
眼
の
い
た
み
を
防
ぐ
に
は

－
物
の
も
ら
迦
び
鍬
づ
か
レ
は
両
手
交
互

・
台
所
改
善
か
ま
ど
洗
濯
台
な
ど
経
済

的
健
康
的
能
率
的
に

－
農
機
具
の
改
善

＠
上
手
な
働
き
方

・
仕
事
に
附
々
変
化
を
つ
け
る
、
肢
を
ま

農
繁
期
を
前

に

げ
る
仕
事
に
立
つ
仕
事
を
加
え
る
よ
う

・
休
み
の
工
夫
＝
一
O
分
の
仕
事
に
五
分

の
休
み
と
い
う
よ
う
に
小
き
ざ
み
に

－
人
間
の
身
体
に
油
を
さ
す
簡
単
な
体

操

、

バ

レ

ー
ボ
ー
ル
な
ど

生
活
と
仕
事
に
直
結
し
た
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
が
望
ま
し
い

＠
住
民
が
生
活
に
め
ざ
め
各
団
体
や
グ
ル

ー
プ
が
保
健
改
善
の
た
め
自
主
的
に
そ

の
一
興
を
に
な
い
つ
つ
全
地
区
こ
ぞ
っ

て
の
前
進
が
望
ま
し
い
。

パ
レ
1
ボ
l
作
の
町
大
家
庄
が
二
の
検
査

を
も
と
に
保
健
改
善
に
つ
と
め
働
く
終
民

の
明
る
い
正
し
い
理
想
境
を
き
ず
く
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

（紘
面
の
都
合
で
む
り
に
要
約
し
た
た
め

意
を
つ
く
し
得
ず
、
当
を
得
な
い
点
は

す
べ
て
記
者
の
責
任
で
あ
る
こ
と
を
附

記
す
る
）

し
て

朝
日
町
議
会
議
員

乳
幼
児
の
保
育
に
悩
む
母
親
の
皆
さ
ん
ヘ

グ

栄

今
年
も
ま
た
猫
の
手
も
か
り
た
い
私
の

殻
り
入
れ
を
沼
え
ま
し
た
。

特
に
今
年
は

史
上
最
太
の山
M
m
M
の
秋
と
あ
っ
て
は
島
民
家

の
皆
さ
ん
も
お
仕
事
に
精
が
出
て
ま
こ
と

に
た
の
も
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

こ
う

し
た
農
繁
期
に
は
や
L
も
す
る
と
川
変
い

子
供
の
保
育
に
も
手
が
仲
び
な
い
た
め
母

親
の
皆
さ
ん
に
変
っ
て
お
あ
ず
か
り
致
し

ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
開
設
さ
わ
た
保

育
所
で
も
小
さ
い
お
子
さ
ん
は
手
数
が
か

L
る
主
云
う
理
由
で
断
ら
れ
た
り
は
は
自

ら
の
遠
ほ
か
ら
利
用
を
断
念
せ
ら
シ
思
わ

ぬ
病
気
や
事
故
が
発
生
し
て
笠
年
の
抱
一
一
び

－
が
逆
転
し
て
之
等
の
悲
惨
な
結
架
を
生
み

一
山山す
例
が
毎
年
少
く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
多

一
少
で
も
御
参
汚
に
な
わ
ば
と
思
い
ま
し
て

酒

井

保
育
所
の
制
度
や
入
所
資
格
等
に
つ
い
て

申
上
げ
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

御
存
じ
の
様
に
我
が
朝
日
町
に
お
き
ま

し
て
も
常
設
が
七
ケ
所
季
節
が
十
三
ケ
所

で
合
せ
て
二
十
ケ
所
の
保
育
所
が
あ
り

ま
し
て
三
才
以
下
の
乳
幼
児
を
優
先
的
に

お
あ
ず
か
り
す
る
こ
と
に
な
っ
て
居
り
ま

す
が
実
際
は
ど
う
で
あ
り
ま
し
ょ
う
、
手

数
の
か
L
る
三
才
以
下
の
乳
幼
児
は
敬
泣

さ
れ
逆
に
三
才
以
上
の
大
き
な
子
供
が
歓

迎
さ
れ
る
と
云
う
あ
た
か
も
幼
稚
園
の
如

き
思
レ
偏
向
が
現
実
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ

て
来
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
な
げ
か
わ
し
い

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
傾
向
は
町

財
政
の
節
減
を
こ
ん
な
処
に
も
と
め
た
り

地
元
婦
人
会
等
の
負
担
と
云
う
問
題
も
手

以
上

伝
っ
て
い
る
こ
と
は
管
め
な
い
事
実
で
あ

り
ま
す
が
主
な
原
因
と
致
し
ま
し
て
は
保

育
所
に
は
乳
兇
を
受
入
れ
る
べ
く
ベ
ッ
ト

や
保
母
、
授
乳
等
の
設
備
が
必
要
で
あ
る

に
も
か
L
わ
ら
ず
補
助
に
依
る
建
物
の
建

設
の
み
を
重
点
に
し
て
保
育
所
本
来
の
自

的
で
あ
る
低
年
令
児
の
牧
容
組
設
を
従
に

考
え
る
結
果
が
こ
う
し
た
幼
推
固
化
の
原

隠
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ

わ
J

辛
？
し
ょ
，
コ
。

之
等
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は

一
人
朝

日
町
の
み
で
な
く
県
下
の
ど
こ
の
市
町
村

に
も
め
る
例
で
は
あ
り
ま
す
が
弱
き
者
を

す
く
う
た
め
に
設
け
ら
れ
た
制
度
が
強
き

者
の
喰
い
も
の
に
さ
れ
つ
L
あ
る
こ
と
は

ま
こ
と
に
悲
し
む
べ
き
現
実
で
あ
り
ま
す

申
上
げ
る
ま
で
も
な
く
幼
稚
園
は
学
校
教

育
法
に
よ
っ
て
幼
児
の
保
育
を
助
長
す
る

小
学
校
の
予
備
校
的
な
存
在
予
あ
る
の
に

た
い
し
、

保
育
所
は
児
童
福
祉
法
に
よ
っ

て
両
親
の
保
育
に
欠
け
る
乳
幼
児
を
保
育

す
る
の
が
目
的
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で

入
所
す
る
規
定
に
も
ほ
チ
家
庭
、
父
子
家

庭
、
夫
州
共
諒
き、

生
訴
保
説
家
庭
、
準

援
謎
家
庭
の
乳
幼
児
が
人
所
第

一
資
絡
者

と
さ
わ
一

般
家
庭
は
そ
の
余
裕
の
範
囲
で

入
所
を
許
し
保
育
料
も
り
で
の
附
位
で
差
組

が
つ
け
ら
れ
て
あ
る
は
．
す
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
現
実
は
ど
う
で
あ
り
ま
し
ょ

う
、
こ
れ
等
の
原
則
が
｛
寸
ら
れ
て
い
な
い

ば
か
り
で
な
く
、
乳
児
を
敬
遠
し
六
才
児

を
優
先
さ
せ
る
こ
と
に
依
っ

て
保
母
の
負

担
を
舵
く
し

一
人
で
も
多
く
入
所
さ
せ
る

と
公
う
営
業
化
に
傾
い
て
レ
る
の
で
あ
り

ま
す
。
た
と
え
消
極
的
で
あ
っ
て
も
以
上

申
上
げ
ま
し
た
入
所
規
定
を
｛
寸
り
弱
い
者

の
た
め
に
こ
う
し
た
社
会
福
祉
制
度
の
伸

展
に
御
協
力
賜
り
ま
す
様
特
に
婦
人
会
の

方
々
え
お
願
い
申
上
げ
る
主
共
に
町
当
局

に
対
し
ま
し
て
も
こ
う
し
た
弱
い
方
面
に

予
算
の
節
減
を
求
め
さ
せ
な
い
様
皆
さ
ん

と
共
に
予
算
の
特
得
に
努
力
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

－
て
五
、
八
、。



ビ
タ
ミ
ン
山

A
、
D
の
不
足
等
、
程

転

換

期

に

立

つ

農

業

一度
の
差
は
あ
っ
て
も
だ
れ
で
も
休
力
の
前

ヨ

圃

高
温
と
多
附
の
思
み
な
う
け
て
本
年
の

一粍
を
き
た
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

uuhル
一
稲
作
は
六
年
つ
づ
き
の
間
作
は
確
実
と
な

一

食
欲
不
振
の
原
因
に
ビ
タ
ミ
シ
払
の

l
m一
り
米
の
過
剰
化
問
代
に
な
っ
た
よ
う
で
あ

－
不
足
が
あ
り
ま
す
。

月
刊
一
り
院
の
中
の
食
生
川
も
米
夫
主
鈍
か
ら
卯
九
が
不
足
す
る
と
り
脱
が
た
る
ん
で
的

一
θ
こ
の
登
録
は
、
門
松
山
の
悩
縦
な
防
ぎ

l
M
一肉
県
副
ビ
タ
ミ
ン
食
に
将
行
し
つ
L
あ
る
化
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
る
か
ら
で
す
、
一
被
宍
口
山
の
発
見
を
た
や
す
く
す
る
た
め
の

年
別

一
こ
と
を
思
う
と
き
こ
れ
ま
で
の
米
郎
作
地
一
現
在
は
真
の
お
さ
の
た
め
、
そ
う
し
た
状
一も
の
で
す
。

日
冴
一
帯
も
よ
り
よ
い
山
中
市
J
Y安
く
生
産
し
時
代
の

一
態
に
あ
り
ま
ず
か
ら
い

ま
ず
不
足
し
て
い
一
①
臼
転
取
の
血
難
は
県
下
で
い
均
年
一
一
千
台

和
わ

一
安
求
で
あ
る
市
出
成
業
に
又
特
殊
作
物
栽
一
る
ビ
タ
ミ
ン
n
町、

Dm
を
は
じ
め
A
、
D
一

そ
の
ほ
か
由
民
き
わ
す
れ
、
乗
り
す
て
も

沼
肝
一
培
に
転
す
べ
き
で
あ
ら
v

っ。

一
を
ど
ん
ど
ん
と
り
入
れ
る
食
事
に
切
り
か

一

年
間
三
子
台
位
も
あ
っ
て
、
特
主
の
わ

1

・

今
夏
以
来
民
弘
、
部
部
及
町
主
催
で
先
一
え

る

べ

き

で

す

。

一

か

ら

な

い
向
転
車
が
増
え
て
い
ま
す
。

進
地
の
官
民
、
商
店
、
郡
山山
と
観
光
パ

ス
一

し
か
し
食
欲
が
出
た
か
ら
と
い
っ
て
ヵ
一
＠
そ
こ
で
、
こ
の
た
び
県
下
一
山
斤
に
向
転

で
に
ぎ
に
ぎ
し
く
制
摂
さ
れ
ニ
0
1
＝δ
一
ロ
リ
ー
だ
け
が
増
え
る
食
事
（
れ
物
を
多
一

章

の
防
犯
登
鉢
を
や
る
こ
と
に
な
り
ま

顕
養
豚
、
百
羽

l
弐
百
饗
鶏
三
J
E
一均

一く
と
る
こ
と
）
で

は

凶

り

ま

す

。

一

し

た

－

m段。

一

標
準
栄
誌
食
は
一
日
－

T
刈
数
物
出
百
グ
一

こ
の
制
度
は
、
自
転
市
を
探
鉱
し
て
標

和
牛
の
多
頭
飼
育
杭
h

ん
の
ビ
ニ
ー
ル

ハ
一
ラ
ム
、
砂
川
ω
一
ニ

0
グ
ラ
ム
、九
州
脂
二
円
、グ
一
識
を
つ
け
、
打
席
小
が
鷲
件
帯
凶
行
な
ど
を
記

ク
ス
栽
玖
水
町
一公
作
特
殊
作
物
等
々
米
作
一
ヲ

ム
、
政
町
野
主

一
円
0
グ
ラ
ム
、
乳
製

一
入
し
た
・
刀
l
ド
を
保
管
し
、
被
害
に
か
か

農
業
に
か
わ
る
新
し
い
動
き
を
見
聞
さ
れ

一品

一
八

0
グ
ラ
ム
、

卯
一「

0
．グ
ラ

ム
、
出
一
っ
た
F
き
は
犯
人
を
き
が
し
た
り
、

被
害

た
事
で
す
か
ら
我
が
家
の
常
段
改
善
方
法
－
白
町
主
二
三

0
グ
ラ
ム
、
苧
知
八
O
グ
ラ
一

自
転
桁
一
を
平
く
発
見
し
て
お
手
許
に
返
す

所
得
的
地

1
j
j
i
i
i
i
i：i
i
ム
、
仏
内
知
一
仕
組
で
す
。

計
阿
を
ど

い

定

第

攻

E
M
九

ur7ム
一
そ
の
ほ
か
、
設

さ

え
す
ま
せ
で
あ
れ

う
す
る
か

相

庫

署

孝

E

C
W川川八
九）一

ぽ
、
レ
つ
で
も
あ
な
た
が
正
し
い
持
主
で

汚
え
て
災

計
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
・
グ
ラ
ム
こ
の

一あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
く
れ
ま
す
。

行
し
た
い
も
の
で
す
ω

一
よ
う
な
公
殺
計
附
で
ピ
夕
、
L
Y
不
足
は
同

一

内
務
で
は、

町
窓
、
有
物
向
、
屑
鉄
思

一
え
ま
す
が
別
に
強
化
米
を
と
き
ど
き
食
べ

．
さ
ん
Y
も、

m
T
4し
C
な
、

当－
M
ド
一
ど
畳

一；目
安
：
：
；
釘
i
e
e
－－杭

・況

…

一
る
と
か
市
販
の
ビ
タ
ミ
ン
剤
、
を
の
む
こ
と
一
わ
な
い
よ
う
、
J
川
ん
h
引
川
引
利－
U
V判

官
山
気
象
台
売
去
の
札
｜
十一

月
予
報
一
も
考
へ
て
下
さ
レ。

一
を
し
め
出
す
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

九
月
前
半
は
残
暑
凱
の
天
気
が
多
く
下
旬
一
尚
、
食
前
の
甘
い
も
の
一
円
川
波
引
分
必
一

は
牧
雨
が
や
L
多
く
気
施
も
伝
日
ω

一かい少
な
く
し
、

引
の
内
耐
の
倒
き
J

え
に
ぶ

一

二
百
二
十
日
間
後
と
下
句
に
は
台
風
が
一
ら
せ
ま
ず
か
ら
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
、
叉
、

一

本
土
に
按
近
ま
た
は
上
階
す
る
見
込
み
。
一
食
ψ
に
ほ
が
ら
か
な
拡
附
何
人
の
中
で
行
う

一

十
月
は
一
週
間
位
は
雨
が
残
る
が
そ
の
一
べ
き
で
む
つ
つ
り
し
れ
ま
ま
の
食
併
は
円

－

後
は
五
日
一
位
の
周
期
で
探
畷
を
く
り
返
す
一
蹴
の
聞
き
そ
お
さ
え
よ
〈
あ
り
ま
せ
ん
。

順
調
な
秋
の
天
似
と
な
り
月
末
に
は
山
間
一
事一
朝
の
食
事
が
逃
ま
な
いγ
の
は
沢
ベ
す
ぎ

部
で
霜
の
お
り
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

一
が
多
い
と
の
事
、
又
、
氏
’依
一
γt
川
町
問

－
心叱
－H4
士
工

、
こ
こ
ど
1
レ
し
つ
Z
4

、
l
凸
門
ノ

r
－主

十

一
月
も
上
、
中
旬
は
秋
ら
し
い
天
気
一
Jh
帰宅
4
7
L
こ
1
1
・1
｛
C
・！
L
4
5

が
つ
づ
く
が
下
旬
は
主
の
乞
い
天
候
と
な
一
べ
る
こ
と
に
御
註
悲
し
γ
健
民
団
引
退
を
図

る

。

り

ま

せ

う

。

(4) 

自
転
車
の
登
録
制
実
施
／

九
月
一
日
か
ら
県
下
一
斉
K
行
わ
れ
て
い
ま
す
が

す
す
ん
で
資
銀
下
さ
い

ひさあ（貯蓄＝＇~斜）第 61 号

朝
日
町
の
水
稲
奨
励

品
種

ビ
タ
ミ
ン
食
十
分
に
、
表
え

た
体
を
回
復
さ
せ
よ
う

私
達
の
体
は
暑
さ
の
た
め
食
欲
不
振
で

今
ひ
ど
く
衰
え
て
い
ま
す
。

数
M
y
y
hザ
叫

上
駅
出
刊

一本いい
－

現
在
覇
日
町
で
作
付
さ
れ
て
居
る
水
稲

奨
励
口
問
訪
問
は
五
十
余
砲
に
及
ん
で
店
り
ま

す
が
、

食
料
事
前
の
好
転
に
伴
い
泊
白
者

は
良
質
の
米
を
要
求
す
る
様
に
な
り
、
う

ま
い
米
は
高
く
、
ま
ず
い
米
は
安
く
買
入

れ
ら
れ
る
傾
向
が
濃
く
な
っ
て
来
て
い
る

今
日
生
産
面
に
も
漸
次
そ
の
方
向
を
加
味

し
て
行
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
朝
白
町
で
は
こ
れ
ら
の
こ
た
を

一も
考
店
の
よ
、
先
般
米
山
股
柴
川
体
関
係
者

一
と
協
引
酬
の
結
以
奨
附
品
川
と
し
て
次
の
も

一
の
を
選
定
致
し
ま
し
た
の
で
何
本
刷
協
力

一
を
願
い
ま
す
。

①
こ
の
mHMm
仰
の
対
象
は
、
六
六
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
、
〈
二
六
イ
ン
チ
）
以
上
の
自
転

車
と
、
原
動
機
付
自
転
車
で
す
。

⑦
登
録
を
受
け
ら
れ
る
方
へ

①
登
録
は
住
所
地
で
受
け
る
の
が
た
て
ま

え
で
す
が
、
工
場
な
ど
自
転
車
の
た
く

さ
ん
あ
る
と
こ
ろ
へ
は
、
係
員
が
出
張

し
て
登
録
を
い
た
す
よ
う
話
し
て
い
ま

す
。
こ
の
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
別
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

②
一
汗
登
録
は
九
月
中
で
、
そ
れ
以
後
は

「
自
転
車
登
結
取
扱
店
」
の
表
札
の
あ

る
自
転
車
店
で
取
扱
い
ま
す
。

①
一
斉
登
録
の
貨
用
は
、

皆
様
か
ら
実
山
口

と
し
て
、

一
台
に
二
十
円
づ
っ
レ
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ご
用
意
し
て
来
て
下
さ

、。’ν
 

①
く
わ
し
く
は、

派
出
所
、
駐
在
所
ま
た

わ
自
転
山
早
川
で
聞
い
て
下
さ
い
。

①
な
お
、
以
前
の
税
金
の
鑑
札
は
脱
止
に

な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
ま
ま
つ
い
て
い
て

も
、
さ
し
っ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

入
善
叫
し
パ
祭
署

'-' う．

種

り
ロ

山

か

励

ひ

奨

も
単

新

よ生

ね

早

が

路

ろ
越

し

ーム．
／＼ 
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奨

早

｜晩

市
’

酒

未
組
織
校
下
の
納
織
閉
め
に
全
力
を
注

い
で
い
る
本
年
、
執
行
部
で
は
、
五
グ
庄

校
下
に
引
続
き
、
町
の
中
心
部
で
あ
る
泊

校
下
脅
年
団
の
組
織
化
に
附
m倒
的
な
働
き

か
け
を
行
っ
て
来
た
が
、
泊
公
民
一
副
長
の

絶
大
な
る
御
・
凶
カ
も
獄
、
き
、
去
る
八
月
七

日
焼
大
に
発
会
式
を
行
い
、
発
足
の
運
び

と
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
待
望
の

「ド
l
ナ
y
背

年
団
」
の
所
名
を
返
上
し
、
述
宵
の
充
実

活
発
化
が
期
待
さ
れ
る
。

①
町
政
公
聴
会
終
る

町
の
発
展
は
、
役
場
当
局
及
び
議
会
の

強
力
な
同
銀
の
宍
行
と
、
町
民
の
町
政
に

刻
す
る
到
解
な
く
し
て
望
め
ま
せ
ん
。
連

宵
で
は
一
人
で
も
多
く
の
町
民
に
現
状
の

町
政
を
理
解
し
て
い
た
三
く
と
共
に
、
青

年
間
活
動
の
学
包
括
動
の

一
環
と
し
て
八

月
十
八
日
笹
川
会
的
を
皮
切
り
に
、
山
崎

大
家
庄
、
境
、
南
保
の
科
会
場
で
行
っ
た
。

科
会
場
よ
り
感
じ
ら
れ
た
臨
・は、

役
場

当山仰
の
町
長
を
小
川公と
し
た
熱
必
あ
る
山

－N
に
も
か
か
わ
ら
ず
円
相
訳
者
が
則
何
し
た

よ
り
少
・
な
か
っ
た
耶
及
び
司
会
者
の
勉
強

不
足
が
あ
げ
ら
れ
る
。

店
何
ほ
い
」

朝
日
町
立
中
山
広
阿
古
舘

た
の
し
い
手
芸

師

人
ク
ラ
ブ
編

編

物

の

色

彩

女

性

の

友

社

点

踊

切

符

丹

羽

文

雄

抑

制

笛

村

上

元

三

宵

年

の

制

訂

以

悦

太

郎

明
代
知
性
令

築

市

井

悌

一

刻

釣

の

新

百

科

毎

日

野

川
釘
友
／
自

殺
説
の
梢
成

－hH

川

知

義

川口

r
M

’K
P

は心

や
さ
し
い
所

得

税

深

山

方

利
船

内
出
と
の
契

約

h

部

五

時
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純
平

チ
ボ
｜
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的
人
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新
版
附
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文
字
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w
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午
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祉
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L

J
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l
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L

O

－－

JAmp
u

r
H
・λ
久
問

時
し
の
手
帖

M

詳
し
の
f
H
N
上

－
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；

｛
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山
川

T
1
・

間
川
川
の
山
て

に

出

火

山

札

・u
タ
計
夫

旅

へ
の
い
ぎ
な
い
沼
刊
新
川
一
川
知
・剛一編

泊
校
下
青
年
団
発
足
す


